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清

水

武

甲

山
と
い
う
も
の
に
対
す
る
自
然

観
賞
で
は
な
く
、
そ
の
作
品
の
う

ち
に
深
い
哲
学
的
な
山
頭
火
の
自

然
に
対
す
る
東
洋
人
的
な
生
さ
方

を
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

私
も
私
な
り
に
自
然
と
い
う
も

の
に
対
す
る
考
え
方
の
う
ち
に
東

ヽ

や

)‐

|

Ｐ”いヽ
‐』

ぶ
こ
ぎ

登

山

に

思

う

俳
人
山
頭
火
は
山
に
関
し
て
こ

ん
な
言
葉
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

西
洋
人
は
山
を
征
服
し
よ
う
と

す
る
東
洋
人
は
山
を
観
照
す
る

山
は
科
学
の
対
象
で
は
な
く
、

芸
術
品
で
あ
る

私
は
じ

つ
と
山
を
味
う

る

。
す
た
山
の
句
に
も

わ
け
入

っ
て
も
わ
け
入

も
青
い
山

と
い
う
名
作
が
あ
り
ま
す
。 の

で
と
　
洋
的
な
自
然
に
対
す
る
精
神
的
な

も
の
を
持
ち
続
け
て
い
る
つ
も
り

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

つ
て
　
は
あ
く
ま
で
私
個
人
の
考
え
方
で

あ

つ
て
、
近
代
登
山
が
東
洋
的
な

そ
れ
て
よ
い
と
は
思

つ
て
い
な
い

の
で
す
。
自
然
を
愛
し
、
山
多

す
る
心
は
ど
う
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
約
束
は
な
く
、
人
間

一

人

一
人
の
自
由
な
考
え
方
で
よ
い

訳
だ
と
思

つ
て
い
な
す
。
で
す
が
、

近
代
登
山
は
東
洋
人
的
な
山
に
対

す
る
考
え
方
だ
け
で
は
解
決
の
出

来
な
い
、
い
ろ
い
ろ
の
要
素
を
持

つ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
近
代

登
山
に
は
、
東
洋
も
西
洋
も
な
い

の
で
す
。
登
山
技
術
、
精
神
力
、

登
山
用
具
の
完
備
に
よ

つ
て
不
可

能
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
た
山
は

次
々
に
征
服
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
す
。

征
服
と
い
う
言
葉
が
東
洋
的
、

日

本
的
で
な
い
て
し
て
も
現
実
は
征

服
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
登
山
家
は
そ
れ
を
満
足
し
て

い
る
の
で
す
。
過
去
の
登
山
家
の

４
，
に
、
精
神
的
、
信
仰
的
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
近
代
登
山
に
は

通
用
し
な
い
の
で
す
。
日
本
国
内

に
於
け
る
山
岳
と
い
う
言
葉
は
、

旅
と
い
う
言
葉
と
同
意
語
に
な

つ

て
い
る
の
で
す
。
明
治
時
代
の
登

山
と
い
う
こ
と
、
山
岳
と
い
う
言

葉
は
或
る
意
味
で
は
今
日
考
え
る

内
地
の
山
に
関
す
る
考
え
方
よ
り

登
る
と
い
う
そ
の
こ
と
に
も
技
術
、

精
神
共
に
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど

大
変
な
こ
と
だ

つ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
交
通
事
情
等
に

よ

っ
て
山
岳
と
い
う
こ
と
か
ら
旅

の

一
部
に
さ
え
組
み
入
れ
ら
れ
る

ほ
ど
安
易
な
行
程
に
な

っ
て
し
ま

つ
た
の
で
す
。
近
代
登
山
は
最
早

た
だ
の
趣
味
と
い
う
だ
け
で
は
許

さ
れ
な
い
ほ
ど
高
度
の
も
の
を
必

要
と
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
は
高
度
の
登
山
技
術
、
鍛

え
上
げ
ら
れ
た
精
神
力
、
そ
し
て

完
全
な
る
登
山
用
具
だ
と
思
い
ま

ｔ
山
が
あ
る
か
ら
登
る
、
そ
れ
だ

け
で
は
い
け
な
い
の
で
す
。
あ
る

か
ら
、
登
る
た
め
に
も
登
る
前
の

心
と
物
と
の
完
全
な
る
調
和
が
必

要
で
す
。

山
に
登
る
か
ら
登
山
者
で
あ
る

と
い
う
前
に
、
完
全
な
る
登
山
の

出
来
る
登
山
家
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

登
る
登
山
家
で
あ
る
前
に
思
考

す
る
登
山
家
で
あ

つ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

（
を九
）

０
一今
年
の
二
月
富
士
山
に
お

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

れ資醐牌喉̈
勤肇“「』
一

二

名

、

地

区

十

一
名

か

新

た

″一

に
承
認
さ
れ
指
導
員
名
簿
に

一

書
き
加
え
ら
れ
た
。
　

　

　

一

輔

マ 近
だ
』
¨
嘩
剌
卸
術 モ
）
体 ノレ

一

カ
の
方
に
重
点
が
か
か
れ
、　
一

後
は
耗
罐
『
行
』
漏
部
か
犠

一

か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
指

一

導
員
の
心
底
に
流
れ
る
も
の

一

は
人
間
性
と
い
う
精
神
な
の

一

は］』かコだ〕̈
］どなり
一

悪
臭
を
は
な
ち

ハ
エ
な
ど
が

一

群
れ
飛
ぶ
の
は
も
う
あ
た
り

一

ま
え
て
さ
し
て
気
も
と
め
な

一´

く
な

つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

一

】〔い̈
』」に離とっなが
一

さ
せ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
一

０
思
う
に
未
組
織
登
山
者
は

一

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
山
岳
会

（
一

部
）
に
お
い
て
も
そ
う
い

つ
一

た
登
山
の

マ
ナ
ー
な
り
登
山

一

の
モ
ラ
ル
を
会
員
に
指
導
し

一

」静』燎“詢』ｒ観枠轍
一

員
の
養
成
や
未
組
織
登
山
者

一

の
組
織

へ
の
加
入
な
ど
や
ら

一´



昭和 47年 10月 1日 発行 (2)盟連岳山玉埼第 2号

た
。

一
、
期
日
　
昭
和
四
十
七
年
四
月

十
六
日

一
、
会
場
　
秩
父
市
野
坂
町

埼
玉
県
青
少
年
会
館

一
、
式
次
第

ｏ
開
会
の
こ
と
ば

ｏ
会
長
あ
い
さ
つ

ｏ
理
事
長
あ
い
さ
つ

ｏ
議
長
選
出

「
井
上
孝
道
」

氏
を
選
出

ｏ
議
長
あ
い
さ
つ

ｏ
議
題

④
昭
和
四
十
六
年
度
事
業
報
告

加
藤
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
よ

り
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
三
浦
遭

対
部
長
、
斉
藤
指
導
部
長
の
報
告
。

０
昭
和
四
十
六
年
度
会
計
報
告

事
務
局
の
加
藤
長
市
郎
氏
よ
り

明
細
な
報
告
が
あ
り
、
収
入
八
十

万
二
千
三
百
七
十
五
円
、
支
出
六

十
五
万
七
千
九
十
五
円
差
し
引
き

残
高
十
四
万
五
千
二
百
八
十
円
で

来
年
度

へ
繰
り
越
し
。

歳
た
特
別
会
計
の
来
年
度

へ
の

繰
り
越
し
金
は
十
万
千
八
十
五
円

て
こ
れ
は
遭
対
用
の
資
金
と
し
て

操
１，
越
す
。

事
業
部
よ
り
説
明
が
あ
り
賛
成

多
数
で
提
案
通
り
承
認

（別
記
）
。

０
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
案

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
提
案

通
り
承
認
。

③
役
員
選
出

●
新
役
員
あ
い
さ
つ

ｏ
閉
会
の
こ
と
ば

昭

和

四
十

七
年

度

新

役

員

決

定

一
、
会
　
　
長
　
　
清
水
　
武
甲

一
、
副

会

長
　
　
大
沢
　
亮

一

佐
藤
　
正
平

一
、
理

事

長
　
　
野
井
　
　
篤

一
、
副
理
事
長
　
　
一二
浦
　
一
郎

浅
見
　
　
豊

一
、
事
務
局
長
　
　
加
藤
長
市
郎

以
上
が
先
の
総
会
て
選
出
さ
れ
、

年
後
二
年
一敵
ヽ
岳
連
の
運
営
に
あ

た
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下

さ
い
。

又
、
第

一
回
理
事
会
で

遭
対
部
長
　
　
井
古
田
忠
男

指
導
部
長
　
　
斉
藤
　
　
誠

事
業
部
長
　
　
久
保
　
征

一

海
外
担
当
　
　
西
村
　
捷
夫

以
上
の
四
名
の
執
行
部
も
決
定
し

ま

し

た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

理

事

会

報

告

第

一
回
定
期
理
事
会
は
、
去
る

五
月
二
十
八
日

（
日
）
、
午
前
十

時
よ
り
、
東
松
山
市
公
民
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
決
定
事

項
は
次
の
通
り
で
し
た
。

一
、
会
長
委
嘱
理

事
に
つ
い
て

山
中
敏
正
、

田
山
　
勝
、
斉

藤
　
誠
の
三
理

事

が
推
せ
ん
さ

れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

二
、
各
部
の
部
長

選
出
、
委
嘱

三
、
六
月
、
七
月

の
事
業
計
画
と

し

て
、
熊
谷
地

区
と
秩
父
地
区

で
遭
難
予
防
対

策
と
し
て
の
映

画
と
講
演
会
開

催

の
予
定

の
大
き
な
事
業
と

登
山
教
室

（
二
子
山
）

沢
登
り
講
習
会

（
奥
秩
父
真
ノ

沢
）

本
年
度
二
回
目
の
理
事
会
が
東

松
山
市
公
民
館
に
お
い
て
七
月
二

十
日

（
日
）
午
前
十
時
よ
り
行
な

わ
れ
、
沢
登
り
講
習
会
、
登
山
教

室
等
、
八
月
、
九
月
の
行
事
に
つ

い
て
実
施
要
項
の
作
成
を
重
点
に

お
い
て
討
論
が
交
わ
さ
れ
次
の
事

項
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
沢
登
り
講
習
会
に
つ
い
て

０
日
時
　
八
月
二
十
五
日
、

二
十

六
日
、
二
十
七
日

ｏ
会
場
　
奥
秩
父
真
ノ
沢

ｏ
集
合
　
八
月
二
十
五
日

（金
）

午
後
十
時
　
一二
峰
口
駅

前

０
日
程
　
二
十
五
日
　
赤
沢
出
合

で
ビ
パ
ー
グ
。

二
十
六
日
　
柳
小
犀
↓

甲
武
信
岳

二
十
七
日
　
甲
武
信
小

犀
↓
真
ノ
沢
林
道
↓
川

俣

ｏ
食
糧
　
各
自
白
炊

ｏ
装
備
　
夏
山
登
山
の
服
装
、

フ

ラ
ジ
、
ゼ
ル
プ
ス
ト
ザ

イ
ル
、
ザ
イ
ル
Ｏ

ｏ
参
加
費
　
一
一百
五
十
円
也

二
、
登
山
教
室
開
催
に
つ
い
て

０
目
的

　

一
般
社
会
人
で
未
組
織

者

の
登

山
愛
好
者
の
基

礎
技
術
の
指
導
と
組
織

へ
の
加
盟
を
は
か
り
遭

難
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
■

三
、
地
区
指
導
員
二
十

一
名
の
認

定
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
新
し

く
埼
玉
県
公
認
指
導
員
に
認
定

さ
れ
た
方
は
下
記
の
通
り
で
す
。

（本
田
技
研
）
森
田

一
郎
、
小

川
伸

一
郎
。

（熊
谷
岳
連
）
花

輪
滋
実
、
根
岸
幸
安
、
長
　
孝
、

（本
庄
岳
連
）
井
古
田
忠
男
パ

浦
和
岳
連
）
大
久
保
孟
、
菅
井

清
二
、
新
井
　
進
、
榎
本
　
昇
、

菅
野
正
信
。

四
、
そ
の
他
報
告
事
項

遭
対
映
画
会
報
告

ｏ
熊
谷
地
区

七
月
三
日
、
市
民
会
館
で
実

施
。

ｏ
秩
父
地
区

（
七
月
二
十
三
日
）

０
第
三
回
理
事
会
報
告

一
、
期
　
日
　
九
月
二
日

（
日
）

午
前
十
時
よ
り

一
、
会
　
場
　
東
松
山
市
民
会
館

一
、
出
席
者

野
井
、
三
浦
、
浅
見
、
斉
藤

西
村
、
後
藤
、
田
中
、
久
保

杉
山
、
田
部
井
、
安
藤
、

井
古
田
、
加
藤
、
新
井
、

委
任
状
　
大
沢
、
日
山

一
、
議
　
題

ｏ
沢
登
夕
講
習
会
報
告

ｏ
登
山
教
室
に
つ
い
て

ｏ
県
体
　
山
〓
登
山
大
会
に
つ

い
て

ｏ
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て

せ
そ
の
他

去
る
、
四
月
十
六
日

（
日
）
、
　

　

の
昭
和
四
十
七
年
度
事
業
計
画

に
本
県
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
　
　
　
案

警
美
姜
栄
美
美

四
、
十
月
ま
で

し
て
、

県
体
登
山
大
会

（雁
坂
峠
）
　

　

ｏ
期
日
　
九
月
一

以
上
の
三
件
が
内
定
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
四
日

０
第
二
回
理
事
会
開
催
　
　
　
　
　
ｏ
会
場
　
双
子
山

執行部は若返りをねらう
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事

務

局

便

り

〇
遭
難
救
静
テ
キ
ス
ト
の
頒
布
を

致
し
嗜
す
。
希
望
者
は
岳
連
事

務
局
■
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

一
部
六
〇
〇
円

○
登
山
届
用
紙
が
印
刷
出
来
て
か

り
す
す
。　
一
冊
三
二
〇
円

○
所
属
証
明
書
の
本
年
酵

で
に
配
布
し
て
お
リ
ー

す
。
未

だ
所
持
し
て
い
な
い
会
員
は
至

急
旧
証
明
書
と
取
り
巷
え
て
下

さ
い
。

○
地
区
指
導
員
で
更
新
手
続
の
終

了
し
て
な
い
方
は
至
急
行
な

っ

て
下
さ
い
。

○
登
山
指
導
教
程
、　
一
部
六
〇
〇

円
の
と
こ
ろ
を
四
五
〇
円
で
頒

布
し
て
お
り
ま
す
。

未
だ
残
部
が

一
〇
冊
程
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
事
務
局
ま

で
申
し
出
て
下
さ
い
。

東
松
山
市
松
葉
町
ニ
ー

一
五
―
八

加
藤
長
市
郎
方

「
太
陽
国
体
」
を
テ
ー

マ
′

「
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
、
う
る

わ
し
く
」
を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
か
か

け
て
、
い
ょ
い
ょ
第
二
十
七
回
鹿

児
島
大
会
は
十
月
二
十
二
日
よ
り

二
十
七
日
ま
で
鹿
滉
島
県
て
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
山
岳
競
技
も
、
開

会
式
終
了
後
、
二
十
二
日
夜
は
指

選
手
紹
介

杉
山
泰
明

県
岳
連
理
事

春
日
部
市
役
所
勤
務

本
庄
市
若
泉
町

一
―

一

四
―
六

角
田
春
男

春
日
都
市
役
所
勤
務

春
日
部
市
粕
壁
六
―
六

―

一
六

田
口
昭
男

石
黒
製
作
所
勤
務

熊
谷
市
肥
塚
二
二

一

久
保
征

一

自
家
営
業

比
企
郡
小
川
町
小
川

一

〇
三

一

昭和 47年 度事業 計画

県選手・監督決定する

岳
連
よ
り
田
口
昭
男
、
小
川
岳
連

か
ら
久
保
征

一
の
三
名
の
選
手
が

推
せ
ん
さ
れ
、
高
校
チ
ー
ム
は
、

監
督
に
川
越
工
高
の
高
橋
　
守
教

諭
を
選
手
は
川
越
工
業
高
校

の
吉

川
　
誠
、
狭
山
工
高
の
毛
利
泰
明

両
君
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

南
国
の
太
陽
の
下
、
海
の
青
、

杉
の
原
生
ホ
の
緑
と
の
か
り
な
す

美
ｔ
い
コ
ー
ス
で
の
本
県
選
手
団

の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で

選

手

高
校

の
部

監
督
　
高
橋
　
守

川
越
工
業
高
校
教
諭

川
越
市
富
士
見
二
六
―

一
〇

選
手
　
吉
川
　
誠

川
越
工
業
高
校

入
間
郡
日
高
町
北
平
沢

七
三
〇

毛
利
泰
明

狭
山
工
業
高
校

川
越
市
山
城
九

一

県

体

登

山

大

会

は

雲

取

山

昭
和
四
十
七
年
度
、
県
民
体
育

大
会
山
岳
登
山
大
会
は
十
月
二
十

二
日
、

二
十
三
日
の
両
日
、
雲
取

山
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

△
〓
■
人

‥Ｉ‐
円
■
里
丘
画
‥―‥
円
件
Ｐ
口
閾

回七十二第

宿
市
に
宿
泊
、

二
十
三
日
計
画

輸
送
に
よ
り
会

場
地
の
屋
久
島

へ
と
渡
り
ま
す
。

登
山
活
動
は

官
ノ
浦
岳
を
中

心
に
二
十
四
日

よ
り
二
十
六
日

ま
で
の
三
日
間

行
な
わ
れ
ま
す

が
、
埼
玉
県
チ

ー
ム
も
監
督
に

杉
山
泰
明
理
事

を
決
定
し
、
選

手
も
春
日
部
岳

連
よ
り
角
田
春

男
、
熊
谷
地
区

◎
監
督
、

一
般
の
部

監
督

皆様から愛されても)る

月 事 業 部 遭 難 対 策 部 指  導  部

5月 o理 事 会 o道難救助技術講習会 o指導員会開催

6月
。机上講習会 o道対映画会

。夏山遭難防止キャンペーン作成

7月 o理 事 会 。遭対映画会

8月 o沢登り技術講習会 o指導邑研修会

9月

o理 事 会

。登 山教 室

o道対映画会

o道難事故の追跡調査

o一般参加者に対する

登山指導 (登山教室)

o国体選手強化合宿

10月
。県民体育大会山岳登山大会

。国民体育大会山岳登山大会

11月
o理 事 会

。机上講習会

o冬山違難防止キャンペーン作成

48年

1月

o理 事 会

。海外登山研究会中央協議会

o地区別適難対策研究協議会

2月 o横雪期登山技術講習会 0救助技術講習会 o指導貝検定会

3月

o雪洞技術講習会

o理 事 会

。ナンガパルバ ット遠征隊出発

。救助技術講習会 o指導員検定会

o関東地区登山大会参加

。全日本登山大会 参加

0その他年間を通じ遭難対策の説

明会を開催

山 装 舎
野  井     篤

入間郡毛呂山町小田谷 615
TEL 04929-4-1713

の登山用品
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み
ん

な
の

(ヽ

第 2号

難
対
策
協
議
会
の
当
一番
が
廻

つ
て

～

・～

ｏ～

ｏ～

。～

。～

。～

・～

来
た
こ
と
で
す
。
そ
の
規
模
は
約

一
　
今
年
度
の
県
岳
連
総
会
に
お
い

百
名
参
加
費
用
約
六
〇
万
以
上
も

一
て
、
秩
父
の
登
山
道
に
つ
い
て

一

か
か
り
ま
す
。

（費
用
は
日
山
協

一
部
廃
道
に
す
る
と
い
う
話
し
が
あ

持
ち
、
日
山
協
は
日
体
協
の
補
助

一
つ
た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
お
知

金
で
行
う
）
と
こ
ろ
が
運
の
悪
い

一
ら
せ
し
た
い
。

事
に
そ
の
金
は
日
体
協
か
ら
の
補

一
　
秩
父
の
あ
る
山
小
屋
で
古
く
な

助
金
が
お
く
れ
、
開
催
県
立
巻
え

一
つ
た
橋
を
補
修
し
た
事
に
よ
り
事

し
て
も
や
ろ
う
と
い
う
心
意
気
と

事
件
に
よ
り
秩
父
に
お
い

も
の
だ

つ
た
と
思
い
ま
す
。

最
近
埼
玉
は
東
京
に
つ
ぐ
道
難

の
多
い
県
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま

こ
と
に
悔
む
べ
さ
事
で
す
が
実
際

は
未
組
織
登
山
者
と
他
地
区
山
岳

会
員
で
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岳

連
会
員
は
昨
年
も

一
昨
年
も
事
故

０
で
す
。
と
に
か
く
岳
連
発
足
以

来
三
、
四
名
で
す
が
こ
れ
は
大
変

な
努
力
の
現
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
い
つ
も

「
仲
間
を

一
名
　
　
最
近
で
は
、
県
岳
連
の
事
業
も
、

も
失

つ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
」
と
　
道
対
部
、
指
導
部
等
の
充
実
し
た

心
に
ち
か

つ
て
い
査
す
。
特
に
適
　
ス
タ

ッ
フ
に
よ
り
事
業
も
年
々
活

対
担
当
者
も
大
変
な
努
力
を
し
て
　
発
な
動
さ
を
見
せ
、
い
ま
ま
で
慢

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
達
の
気
持
が
　
性
化
し
が
ち
な
事
業
に
も
、
次
々

岳
連
全
体
の
気
持
に
つ
な
が

つ
て
　
と
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て
ま
い

の
‐

知

瓢

理

嘔
鶏

嘉

句

一
”
薇
」
韓
げ
律
″
機
動
鏡
賤
雲

た
め
、
外
部
に
は
秩
父
の
山
岳
会

一
非
常
に
強
く
自
党
し
、
積
極
性
が

等
で
補
修
し
た
道
に
つ
い
て
は
廃

一
ま
し
た
こ
と
と
ヽ
先
輩
達
の
よ
さ

道
と
い
う
発
表
を
し
た
。
　
　
　
一
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
岳
連
の
活
動

し
か
し
秩
父
と
し
て
は
ヽ
登
山

一
も
円
滑
き
が
増
す
と
共
に
、
対
県

者
の
受
入
側
に
あ
る
た
め
、
前
記

一
外
の
活
動
で
も
、
す
で
に
本
年
度

の
よ
う
な
場
所
が
見
う
け
ら
れ
た
一
す
で
に
三
回
、
道
難
防
上
の

「
映

画
と
講
演
の
会
」
を
実
施
、
積
極

的
に

「
日
山
協
｝
に
協
力
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
今
後
残
さ
れ
た

対
」
鰤
４
彙
れ
マ

御
［
協
赫
ど
罐

一
罐
最
け
鰤
蹴
蝶
競
飲
噺
い っ
敷
商
稀

　
教
¨

］
、

つ
罐
］
』
は
い
森
脚
峰
剛

「
全
国

の
岳
人

の
為
め
」
に
ど
う

一
を
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、

て
の
　

て
い
る
。

岳
連
も
創
立
以
来
二
〇
年
近
く

に
な
り
す
す
。
そ
の
間
色
々
な
事

が
あ
り
せ
し
た
が
昨
年
、　
一
昨
年

を
振
り
返

つ
て
見
ま
す
と
、
大
変

晋
労
の
多
い
年
て
あ
り
ま
し
た
。

一
昨
年
は
日
山
協
の
分
担
金
と
岳

連
の
赤
字
の
問
題
、
昨
年
は
そ
れ

が
終

つ
て
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り

か
か

つ
た
所
に
日
山
協
地
区
別
道

協
力
が
実

つ
た
か
ら
出
来
た
こ
と

で
す
。
最
悪
の
事
態
に
心
か
ら
協
力
し

あ
え
る
事
の
素
晴
し
さ
、
み
ん
な

が
そ
の
気
に
な
れ
ば
出
来
る
ん
だ

と
い
う
事
を
こ
の
時
程
強
く
感
じ

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
実
際
に
金
を
や
り
く

り
し
た
事
務
局
の
苦
労
は
大
変
な

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い

っ
た
努
力
が
実
を
結
ん

で
岳
連
の
運
営
資
金
も
出
来
つ
つ

あ
り
、
今
後
皆
様
の
貴
重
な
御
意

見
を
参
考
に
し
た
意
欲
的
な
活
動

を
や

つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岳
連
の
各
行
事
に
は

一
人
で
も
多

く
参
加
し
て
下
さ
い
。
皆
ん
な
で

岳
連
を
良
く
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

皆
様
の
絶
大
な
御
協
力
を
お
願

申
し
上
げ
ま
す
。
　

（野
井
篤
）

問
題
の
一
つ
に
、
い
ま
だ
県
岳
連

の
業
務
内
容
が
完
全
に
末
端
の
会

に
せ
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
運
営
に
あ

た
る
執
行
部
に
も
責
任
が
あ
る
の

で
す
が

一
方
、
各
地
区
を
代
表
す

る
理
事
が
理
事
会
に

一
度
も
出
席

し
な
い
地
区
も
あ
る
こ
と
に
原
因

す
る
の
で
は
な
い
か
。

県
岳
連
か
ら
各
山
岳
会
へ
の
コ

ミ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
が
円
滑
に
い

つ

た
と
き
は
じ
め
て
岳
連
の
内
容
が

全
会
員
に
理
解
さ
れ
て
、
ま
す
ま

す
、
事
業
の
内
容
も
豊
富
に
な
り

充
実
し
て
く
る
の
で
は
な
い
て
し

よ
う
か
。
皆
様
の
協
力
で
充
実
し

た
県
岳
連
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
行
う
予
定
の
所
又
は

希
望
し
て
い
る
所
は
約

一
ク
月
前

ま
で
に
、
遭
対
部

へ
御
連
絡
下
さ

養
業
大
業
米
十
士

編

集

室鸞辛
恭
来
十

◎
馴
れ
ぬ
こ
と
を
や
る
と
い
う
こ

と
は
実
に
苦
労
の
多
い
も
の
だ
と

痛
感
し
た
。
立
派
な
岳
連
報
に
と

努
力
し
た

つ
も
り
だ
が
、
は
た
し

て
読
者

の
心
を
つ
か
み
取
る
事
が

で
き
る
か
ど
う
か
疑
間
で
あ
る
。

③
発
行
が
遅
く
れ
記
事
に
多
少
時

間

の
ず
れ
が
で
き
て
し
ま

つ
た
。

ぉ
許
し
願
い
た
い
。

Ｃ
次
号
よ
り
地
区
岳
連

の
声
を
よ

り
多
く
の
せ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
行
事
、
こ
ぼ
れ
話
、
体

験
談
な
ど
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
編

集
の
方

へ
寄
稿
く
だ
さ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
・

０
こ
の
岳
連
報
を
長
く
続
け
さ
す

こ
と

の
で
き
る
の
は
岳
連
加
盟
の

会
員
次
第

で
あ
る
と
考
え
る
。
生

ｔ
れ
た
ば
か
り
の
か
よ
わ
い
者
を

立
派
な
た
く
ま
し
い
者
に
育
て
て

く
れ
る
の
は
岳
連
加
盟
の
会
員
以

外
に
な
い
と
考
え
る
。
御
意
見
、

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
た
い
。

Ｃ
夏
山
の
に
ぎ
わ
い
も
よ
う
や
く

終
り
、
山
は
も
と

の
静
け
さ
を
取

り
も
ど
し
た
。
秋
山
の
美
し
さ
を

求
め
て
、
ま
た
山

へ
入
る
人
も
多

か
ろ
う
が
、
天
候
だ
け
は
気
を

つ

け
て
楽
し
ん
で
き
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
編
集
部
）

躍
坦
鮮
酪
訓
国

最
近
の
県
岳
連
の
傾
向

山

岳

遭

難

防

止

の

映

画

会

山
岳
遭
難
防
止

「
講
演
と
映
画

の
タ
ペ
」
に
つ
い
て
今
年
度
は
す

で
に
上
尾

・
熊
谷

・
小
鹿
野
の
三

ケ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。


